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Mi
l

經

濟

政

策

後

篤

下

卷

.
フ
ィ
氏
の
經
濟
政
策
論
中
、
農
業

H

業
及
*

外

商

業

\ 

に
關
す
る
議
論
は
本
書
前
篇
に
於
て
紹
介
せ
ら
れ
交
通

一 

政
策
及
內
_

商
業
政
策
論
は
本
«

上
卷
に
於
て
解
說
せ 

ら
れ
共
に
世
に
行
は
れ
つ
、
あ6

、
而

し

て

原

著

者

のZ 

「

經
濟
學
原
理」

を
究
結
す
べ
き
本
卷
は
所
得
政
策
に
關 

.

す
る
議
論
を
載
せ
把
る
ぢ
の
に
し
て
所
謂
社
會
政
策
な

\ 

る
％
の
.の
大
綱
id

；
悉
く
收
め
て
こ
の
七
百
三
十
頁
の
中 

に
あ
6

。
原
著
者
の
議
論
に
就
て
は
原
論
に
甘
れ
政
策
‘ 

に
ま
れ
，世
に
旣
に
定
評
あ6

敢
て
吾
人
の
呶
.々

す
る
を
一 

製
せ
次
れ
ど
S

近
塒
我
國
經
濟
の
發
展
は
漸
く
歐
米
先 

進
國
の
後
を
追
ひ
資
本
と
勞
力
と
は
舊
關
係
を
離
れ
て
'
一
 

新
關
係
に
入
ら
ん
と
し一 .

方
に
は
同
盟
罷H

の

流

行

す
• 

.
る

あ
6

他
方
に
は
社
會
政
策
の
急
を
叫
ぶ
の
聲
あ
る
に
.

20
7

當

う

て

w
_に
_
す

る

系

統

的

智

識

を

提

供

す

る

本

書 の
出
版
さ
れ
杧
る
こ
と
は
吾
入
後
進
の
大
な
る
喜
悅
を 

以
て
迎
ふ
る
所

な

6

、

以
下
數
頁
f

c

亘
つ
ズ
本
書
の
極 

々
大
體
の
論
旨
を
殆
ん
ど
項
目
列
擧
的
に
記
さ
んと
す 

全
卷
を
分
つ
て
三
部
とな
す
、
第

1

部
約
六
十
頁
は 

所
得
政
策
の
總
論
に
し
て
第
一
節
に
そ
の
性
質
を
論 

ず
、
先
づ
筆
を
所
得
に
關
す
る
國
家
的
社
會
的
の
政
策 

の
由
來
に
起
し
之
に
關
す
る四
個
の
大
綱
を
擧
げ
て
所 

得
政
策
於
脖
にT
lf

階
級
の̂

めu

は
資
齑
階
級
の
利 

益
を
害
す
るN

J

と
あ
る
ょ
6

見
れ
id

：

一
 

見
大
な
る
資
產 

所
得
と
小
な

る

勞
働
所
得
と
ぬ
相
杆
格
す
る
が
如
く
な 

る
g

實
は
双
方
共
に
平
行
增
進
す
る

R
P

の
に
しv

前
者 

«

必

梦

し

名

所

得
政
策
の
敵
^
る
に
は
あ
ら
次
れど
免
 

然
S

幾
多
の
非
經
濟
的
の
觀
念
の加
は
る
あ
る
に
ょ
み 

て
大
小
の
雨
種
所
得/ P

所
#
政
策
の
目
標
と
な
る
を
述 

ベ
學
者
の
四
大
要
求
を
是
認
し
所
得
政
策
は單
に
分
配 

の
狀
態
を
變
更
す
る
こ
と
の
み
に
北
ま
ら
ず
實
際
所
得 

を
爾
進
せ
し
む
るf
_

と
の
必
要
な
る
を
論
ヒ
ゼ6

、
是 

等
の
目
的
を
達
す
る
爲
に
取
る
.政
策
を分
つ
て
直
接
の



批

評

と

紹

介

20
8

所

. #
© :
^

と
間
«

の
所
得
政
策
と
な
し
第
ニ
第
ご
一
節
に 

於
て
之
等
の
種
類
及
效
果
を
論
ヒ
第
四
第
五
節
に
於
て 

.

『

所
得
政
策
の
眞
の
目
的
は
各
人
の
.文
明
的
霞
物
享
得 

:の
量
を
大
な
ら
し‘
め
.且

社

會

洛

員

間

の

所

得

の

分

酏

と

| 

し
て
培
衡
を
得
し
む
る
に
あ6』

.
と

し

疋

當

な

る

所

得| 

の
分
配
は
平
等
.分
酣
f

c

A
ら
岁
、
各
自
の
欲
望
¥

標
準
一 

と
す
る
洛
の
に
あ
ら
梦
し
て
各
員
を
し
て( 1
^ \
的

に

可

'
 

| 

及
的
最
大
勤
務
能
力
を
發
揚
雜
持
せ
し
む.る
、が
如
き
分 

配
方
法
な
6

〜

斷
b

下
曆
階
級
の
生
活
の
安
全
を
計
る 

は 
a
s
p
tc
.彼
等
の
爲
の
*■

に
f t

る
^
p

^
lc
s>
G

^
」

<

^

實
に
社
會
全
體
の
爲1C
計
る
所
以
な
6

i

て
社
會
政
策 

，の
原
理
を
顚
明̂

^

、̂
;.

y

統
一
的
の
所
得
獲
の®
 

難
な
る
事
情
を
述
べ
第
五
節
に
於
て
鋳
政
策
上
に
於
け 

る
國
家
と
私
的
國
體
と
於
一
部
に
於
て
は
相
杆
格
す
る 

名
他
の
部
分
に
あ6

て
は
互
に
肋
長
す
る
の
み
な
ら
事
一 

後
者
の
發
達
が
前
者
に
對
し
て
一
新
方
針
を
與
ふ
る
乙

| 

と
を
論
匕
第
六
節
に
於
て
所
得
政
策
中
比
較
的
獨
立
の 

地
位
を
有
す
る
名
の
は
勞
働
所
得
政
策
と
貧
民
瞼
策
と

五
.：ス
八

な
6

と
て
本
論
に
入
る
の
歡
梯
と
な
し
以
て
第
一
部

論
を
終
ふ
0

’ 

：
' 

'

第
ニ
部
五
百
六
十
餘
頁
は
勞
働
所
得
政
策
に
し
て
兮 

.つ
て
所
得
確
保
策
i
勞
艱
政
策
と
の
.ニ
と
な

す

、

第

一
 

章
は
前
者
を
論
す
f

の
に
し
て『

第
一』

に
.

『

努
働
紹 

介』

を
取
扱
ふ
、
先
づ
勞
働
紹
介
の
諸
制
度
中
無
組
嘯 

的
の
名
の
i

そ
が
發
達
ぜ
る
經
濟
社
會
に
は
不
適
當
な 

る
こ
と
を
述
べ
組
織
的
紹
介
制
度
の
發
達
と
種
類
と
を 

詳
論
し
そ
の
中
公
團
體
の
施
設
に
係
る
名
の
を
1

%

重
' 

要
な
し
て
其
鈕
織
及
事
業
を
說
く

と

詳

し

、

第

二
 

節
は
各
嘮
働
紹
介
制
度
の
效
果
を
論
.

f

名
のU

し
て 

營
業
的
組
織
の
_

a

の
利
益
に
優
る
名
の
ぁ
る
こ
i

及 

び
同
業
的
紹
介
制
度
の
振
は
^

る
こ
と
を
指
摘
し
公
#

. 

組
織
の
靈
を
說
き
前I 
f

優
れ
る
特
徵
L

罷

エ

の

際
t

於
.

f

變

窬

S

還

が

解

決

し
允

6

0

屋

節

に

於
5

營
業
猶
紹
介
組
織
S

す
る
制 

親
の
ぬ
恶
ぁ
6

と
し『

當
今
撮
名
望
ま
し
き
勞
動
紹
介 

紐
織
は
無
精
糠
勞
働
眷
の
爲
に一

般
的
勞
働
紹
介
I

を

餿
け
且
各
地
間
互
に
聯
絡
を
設
く
る
と
共
に
傭
者
被
傭 

者
双
方
の
平
等
的
共
同
管
理
に
係
る
專
門
的
勞
働
紹
介 

の
組
織
を
設
定
す
る
に
あ6』

と
論
斷
せ
6

。『

第
二』

一
 

は『

失
業
者
の
救
護』

を
論
ず
る
名
の
に
し
て
先
失
桨
の

j 

意
義
を
說
き
原
因
と
し
て
屬
人
的
の
名
の
と
生
產
營
利

\ 

の
條
件
の
上
に
生
^
る
免
の
と
の
二
者
を
擧
げ
世
の
後
一 

者
の
み
を
失
業
の
主
因
と
認;o
る
の
非
な
る
を
指
摘
し 

現
今
に
至
つ
<
失
業
の
特
に
著
し
き
は
享
樂
の
機
會
增 

加
し
貧
富
の
間
、
享
樂
に
大
な
る
相
違
を
來
せ
る
に
よ 

6

.叉
人
ロ
の
集
中
及
過
剩
に
よ
る
と
な
せ
6

、
而

し

て
„
 

此
失
業
を
除
斤
せ
ん
が
爲
に
す
る
方
法
と
し
<
窮
民
授
一 

職
事
業
、
公
共
の
大
事
業
の
繰
上
、
勞
働
紹
介
紐
織
及 

企
業
內
に
於
け
る
^
働
關
係
の
左
右
を
擧
げ
失
業
の
結 

梁
を
除
斤
す
る
を
目
的
と
す
る
勞
働
組
合
の
補
紛
組
織 

及
市
町
材
共
濟
紺
合
を
論
匕
失
業
保
險
の
項
に
於
て
は

j

 

其
®

難
、
其
組
織
の
便
否
の
依

V

繫
れ
る
四
個
の
要
件 

を
揭
げ
失
業
聚
險
の基
礎
と
し
て
同
業
國
體
を
利
用
す 

§

る
に
就
て
の
疑
點
を
述
ベ
而
し
て
シ
ヤ
ン
ツ
氏
の提
案 

批
評
I

紹
介

に
係
る
個
人
的
强
制
貯
菩
の
制
度
は
失
業
保
險
の
有
す 

る
缺
翻
を
同
避
す
る
名
肸
金
額
は
不
充
分
に
しV

効
果 

少
し
と
な
せ
6

。『

第
三』

に
論
ず
る
所
の
名
の
は『

勞 

働
保
險|

な
6

、
勞
働
保
險
實
施
以
前
.に
於
け
る
營
利 

不
能
に
#
す
る
慈
善
的
任
意
的
及
法
定
の
各
種
：救
謹
組 

織
を
述
べ
罾
«

者
が
之
等
よ
6

充

分

の

救

護

を

受

け

.叉 

は
自
ら
之
に
備
か
る
こ
と
能
は
岁
必
申
保
險
に
依
る
の 

外
な
し
と
な
し
保
險
の
原
理
を
K

き
獨
逸
に
於
け
る
勞 

働
保
險
の
强
制
K

賛
し
保
險
掛
金
は
結
局
正
常
な
る
勞. 

銀
の
一
構
成
分
子
と
な
る
ベ
し
と
て「

强
制
主
義
の
適 

用
は
營
利
不
能
に
對
す
ム

準

備

の

實

行

上

最

；̂

經

費

少 

く
し
て
然
S

効
果
最
免
大
な
る
方
法
な
6」

と
斷
b

次 

に
勞
働
保
險
の
各
論
と
し
て
«
«
、
0
0
,
若
癒
保
險 

の
加
入
義

務

者

'
保

險

の

擔

當

者
、
保
險
給
付

、
管
理 

經
營
、
資
金
の
_

集

方

法

及

獨

の

帝

_

雇

主

貴

任

法

と 

英
の
勞
»
者
賠
償
法
を
®

至
勞
働
保
險
の
効
果
と
し
て 

種
々
の
利
益
を
指
摘
し

「

從
來
よ
一
層
自
助
的
行 

動
そ
普
ね
く
喚
起
す
る
一
前
提
亿
6」

と
な
し
勞
働
保
：

a

八
九
'



观

鄱
と
m

介

■

險
は
慈
善
的
救
濟
機
關
の
活
動
の
餘
地
を
全
く
奪
は
次 

る
こ
と
、
勞
働
者
の
生
活
程
度
を
引
下
げ
梦
嗇
業
家
名
. 

保
險
，の
負
擔
に
堪
ゆ
る
乙
と
を
擧
げ
努
働
者
の
爲
に
所 

得
形
成
の
新
路
私
開
け
る
効
果
を
偉
大
な
6

と
な
し
最 

後
に
保
險
の
雜
11

を
寡
婦
及
小
兒
に
爻
で
擴
張
す
る
こ 

と
及
各
®
保
險
の
紐
織
を
統
一
し
て
そ
の
經
營
事
務
を 

馓
單
な
ら
し
む
る
の
必
耍
を
論
ヒ
て
第

」

章
所
#

を
終

る

。
 

.
ぅ

¥

 

!章
努
銀
政
策
は
三¥

三
十
餘
頁
に
亘
6

殆
ん
ど 

本
書
の
半
を
占
む
る
名
の*に
し
て
勞
銀
政
策
の
職
分
、 

勞
銀
支
紛
方
法
、
勞
銀
を
動
か
す
の
法
及
勞
銀
保
全
策

諭
^

る
.
.こ
と
頗
る
詳
し
。
現
今
勞
銀
制
概i

s

へ
ば
そ 

の
率
の
雜
持
及
引
上
を
目
的
と
す
る
名
生
產
カ
と
人
ロ 

i

の

限

度

袅

銀
8

の

達

し

得

べ

籍
f

劃
す
、 

而
し
て
人
ロ
め
動
態
は
人
爲
の
如
何
と
名
す
可
扒
ら
今

る
所
、
霊

政

策

基

濟

の

i
變
更
に
ょ
6

て
達
し 

#
べ
き
方
法
利
用
の
.方
針
に出

る
の
外

な

け

れ

ど4
他

*

.

豢
o

.の
階
級
め
所
得
を
犧
牲i
す

る

勞

繁

引

上

は

効

猓

少 

し
、『

勞
銀
政
策
の
職
分』

^「

主
i

し
て
勞
銀
听
得
が
比 

較
的
又
は
_

的

：卜•管

防

d

及

豐

經

濟

の

生

\

の
一
一
點
に
稃
す
べ1

6

」

/
>斷
言
せ
6

、『

勞
銀
支
給 

\

方

法』〗

に
於
て
は
先
づ
塒
間
勞
銀
と
受
負
勞
銀
■と
の
傭 

者
被
傭
者
M

方
に
對
す
る
得
失
を
述
べ
特
に
後
者
に
重 

\

き
を
置
き
(-

勤
務
量
及
勞
銀
の
計
翁?
;
正

確

に

し'̂
)

努
 

|

働
條
件
を
均
一
不
變
な
ら
し
め
引
勞
銀
率
引
下
を
射
て 

次

^
に
於
て
は
受
負
勞
齦
は
興
狐
を
擧
げ
て
仑
の
弊
な 

き
を
.得
べ
し
4

云
6i

受
«
制
度
の
勞
働
効
果
増
進
の
利 

r

を
失
ふ
べ
き
恐
ぁ
る
に
對
し
て
諸
種
.の«

增
金
制
度 

を
論
^

刺
/1

分
酣
の
理
論
パ
實
行
方
法
に
關
し
て
規{/E 

を
要
す
ノ
る
五
個
の
要
點
及
實
施
の
効
果
を
述
べ
て
折
制 

適
用
の
雜
阐
の
頗
+ふ
有
限
的
に
し
て
且
其
劲
果
の
主
で

— 

.る
名
の
は
他
の
制
度
に
よ
る
名
達
し
得
ら
る
ベ
き
と
を 

指
摘
し
屈
伸
勞
銀
制
度
を
論̂

レ
グ
レ
卜
’た
、

ゴ
I

ダ 

ン
、
■
ア 
>
 
ベ
三
氏
の
實
施
%'
^

利
_
分
酤
制
度
を
說
明

211

せ
6

。
最
低
勞
銀
の
節U

於
C

は

そ

於I

種
の
支
給
方 

法
に
過
ぎ
岁
し
て
®
^
者
の
生
計
確
保
の
効
な
け
れ
ど 

.
名
實
際
上
の
結
果
よ6

見

V

そ
の
影
*

の

重

大

な

る

をj 

論

ヒ

所

謂「

生
活
賃
銀」

の
要
求
を
遨
認
し
て
を
の
効 

果
は
個
々
の
勸
務
に
對
す
る
評
價1

尚
め
し
む
る
U

&

6

と
な
し
最
低
勞
銀
の
程
度
に
關
す
る
諸
家
の
®
を
載 

せ
杧
6

、
宫
公
企
業
に
於
け
る
常
麗
制
度
を
論
ヒ
女
る 

一
節
を
以
て
勞
龈
支
給
方
法
の
部
を
終
，り

『

勞
銀
を
動 

於
す』

の
方
策
に
入
る
、
第1

に
勞
銀
戰(

同
盟
輝H

、

，
 

H

場
閉
鎖
、
同
盟
排
斤
、
黒

表

)

を
論
匕
同
盟
罷
エ
及. 

エ
場
閉
鎖
の
性
質
種
類
、
：輿
論
と
同
盟1

エ
、
之
に
對 

す
る
官
府
の
態
度
、
勞
働
組
合
の
發
達
と
同
盟
罷
エ
と 

の
關
係
を
說
き
勞
銀
戰
は
結
局
國
民
經
濟
上
の
大
損
害 

を

來

す

と

.論

斷

し

之

 

'が
»

«

を
避
け
<

然
名
#

f//
者

の
 

要
^

を
容
れ
し
む
る
の
途
と
し
て
次
.に

勞

銀

協

約

と

ぃ 

裁
裁
^

所
と
を
論
^

、
gp

勞
銀
協
約
の
性
質
種
類
を
擧 

げ
勞
働
者
に
對
し
て
は
均一

の
所
得
の
?|

®
、
勤
務
能 

力
#}

れ
石
名
の
？
駆
逐
を
免
れ
得
る
こ
と
、
企
業
家
に

撒
.評
I

紹
..介

對
し
て
は
同
盟
罷H

'

の

恐

_

ぐ

同

業

者

の

競

爭

公

平

と
 

な
ろ
行
動
の
自
由
の
朿
縛
は
勞
銀
戰
よ
有
利
な
る 

.の
利
益
あ
6

と
な
し
勞
銀
協
約
に
附
隨
..の
調
停
機
關
を 

述
ベ
こ
の
卒
»

的
協
商
成
立u

必
要
な
る
主
觀
的
及
客 

觀
的
條
件
を
擧
げ
勞
銀
協
約
の
此
の
»
潮
は
必
ず
し
名 

勞
.銀
戰
の
念
慮
の
絕i l

的
放
棄
を
意
味
せ
^
る
こ
と
を 

注
意
し
獨
逸
印
刷
職
工
の
勞
銀
協
約
を
詳
述
せ
6

、
勞 

銀
戰
の
弊
を
避
く
る
他
の
一
法
は
勞«

に
關
す
る
官
廳 

の
干
涉
な
6

、
間
接
の
勞
銀
干
渉
は
所
爾

r

穩
當
な
る 

勞
銀
約
款」

i

しv

表
は
れ
直
接
の
勞
龈
公
定
は
法
律 

1C

よ
6
.
勞

銀

洪

定

の

權

能

を

附

與

..せ

 

'ら

れt c
る
宵
廳
を 

し
て
.直
接
に
之
を
決
定
せ
し0

る」

：
種

の

强

制

的

伸

裁
 

裁
^

\
所

の

带

度̂.
*
^
、

一
一

‘
ユ
I
ジ

ー
7-
.
ン
ド
及
.

«
決

.，.の 

斯
制
度
は
直
に
移
し
て
以
て
歐
洲
諸
國
に
行
ふ
ベ
か
ら 

求
と
な
し
同
業
組
合‘の
發
達
、
平
和
解
決
の
傾
向
增
加 

は
益
々
此
方
面
に
於
け
る
官
廳
干
渉
の
度
を
加
.ふ
べ
し 

と
云
べ
6

。
次
に『

勞
銀
保
全
實
際
勞
銀
增
加

』

の
策
と 

: ^
,
<
論
ず
る
.
所

を

見

る

に

第

.
一

に

勞

銀

保

全

の

爲

忙

は

棄

1



:

批

fj
i

，と

.
0

21
1

實
物
勞
^

制
度
と
勞
_

豸
押
法
と
を
說
き
3:
»
双
日
の 

確
®

と
帳
簿
の
■制
度
と
を
必
要
と
な
し
含
近
塒

に

於
 

け
る「

濟
費
の
僧
進」

、勞
銀
と
生
計
費
、
生
計最
小

很

® 

の
上
進
等
を
擧
げ
勞
働
者
の.
.

「

經
費
低
減」

に
る
み
.て 

重
要
な
る
は
敎
育
衛
生
の
費
用
に
あ
ら
.ず
し
て
却
て
食 

住
の
費
用
に
あ
る
にg

係
ら
中
後
者
に
關し
て

!
a
家

均

I l
l f
l l
l l
I I
l ^
l l

碑

究

の

價

値

あ

る

所

以

を

説

明

し

最

後

.
に

「

住

居

改

善

」

の
原
因
を
擧
げ
建
築
計
書
と
建
築
條
例
を
說

き

土
地
投 

機
、
住
居
法
と
往
届
局
、
住
居
法
と
住
居
費

i

の

關
 

建
築
#

と
地
價
A

賃
貸
料
、
建
築
方
法
と®
價
、
土
れ 

獨
占
の
影
響
等
を
論
运
る
後
市̂
!
:の
士
；地
没
蒗
泣 

_
建
難
敷
地
の
需
要
に
對
し
て
其
供
給
を
^
澤
な
ら
し 

L

る
に
努
ひ
る
に
f

」

と
斷
論
家
其
他
の
公
團
體 

又
は
企
業
家
の
f

勞
働
者

r

住
家
t
給
す
る
の
利i

.

を

檢

し

鑫

的

謹

事

簾

中

證

f

卷

I

用

f

 j

紐
織
及
建
馨
社
を
論
匕
以
<

第

一一

部
勞
働
所
得
I

 

を
終
る
。

第
一11

部
百
餘
頁
は
貧
民
政
策
に
し
で
貧
困
S

質
、

I

原
因
、統
計
、救
助
の
原
則
と
貧
困
と
の
關
係
等
を
*
ベ 

節
を
改
め
て
救
貧
事
業
の
歷
史
を
叙
し
そ
の
濫
觴
ょ
ろ 

I

始
め
て
匁
丨
ル
大
王
の
«

®

、
貧
民
誓
察
、£

丐

.1

例
、

I

市

[|
|
]村
救

助

義

務

の

制

度

を

說

き

遂

に

個

別

的

#

民
救 

I

助

に

論

及

し

最

近

に

於

け

る

そ

の

良

成

績

の

原

因

を

ば 

\

公

敉

救

助

事

業

の

聯

路

と

社

會

的

責

任

の

觀
念
の
播
進 

I 

I
に

歸

し

各

國

に

於

け

る

救

貧

條

例

を

述

ベ

救

助

事
，

•
は

强

制

と

す

べ

き

か

任

意

と

す

べ

き

か

に

關

し

て

は

^

\

市
主
義
の
杧
め
に
辯
ヒ
必
要
な
る
事
项
は
資
金
を
任
意 

施
與
に
仰
ぐ
事
に
存
せ
麥一

救

貧U

對
す
る
任
意
的
事 

業
化
活
動
の
餘
地
を
確
保U

之
を
獎
勵
後
援
す
る
こ
i
 

及
に
任
意
事
業
を
公
共
事
業
に
利
用
し
後
者
を
し
て
宫 

.

僚
的
な
ら
し
あ
.次
る
こ
と
の
ニ
點
に
存
す
と
な
し
フ
才 

ン
テ
ル
>ノ
ィ
ド
氏
の
實
行
に
係
る
所
謂

エ

ル
パ
丨
フ
土 

ル
ド
式
救
貧
漸
度
を
以
べ
そ
の
模
範
と
で
し
て

之
を
論

匕
公
私
救
濟
事
業
の
聯
絡
の
.必
要
と
そ
の
方
法
を
派
べ 

次
に
貧
民
救
助
は
豫
防
的
救
濟
に
ま
で
を
の
Ig
m

を
擴 

張
す
べ
し
と
の
要
求
にS

し
て
は
幾
多
の
疑
點
を
挾
み 

必
須
の
救
助
の
外
は
私
人
團
體
に
委
す
べ
し
と
な
せ
6
 

.

貧
民
行
政
，の
節
に
於
て
は
貧
民
救
助
の
擔
當
者
、
受
救 

若
決
定
に
酿
す
る
原
藉
地
救
助
主
義
と
救
肋
原
藉
主
義 

を
述
べ
#
*
の
形
式
に
關
し
て
は
大
體
に
於
て
院
外
救 

助
を
以
て
院
內
救
助
に
優
れ6
i

な
し
救
助
の
程
度
は 

生
活
最
小
限
度
に
定
む
ベ
し
と
な
し
救
貧
費
の
醵
集
を 

說
き
最
後
の
：一
一
節
に
於
て
獨
逸
及
燠
太
利
に
於
け
る
貧 

民
救
助
を
論
述
し
て
貧
民
政
策
論
を
終
6

經
濟
政
策
論 

は
玆
に
完
結
し
か
く
し
て
著
者
の

「

經
濟
學
原
理」

は
大 

成
せ
ら
れ
杧
ろ 

右
は
本
書
の
內
容
の
極
々
大
體
を
摘
記
し
t

る
名
の 

に
過
ぎ
梦
記
者
は
本
書
の
價
値

u

就
て
呶
々
す
る
程
爾 

く
世
の
定
評
に
風
馬
牛
把
る
劣
の
に
あ
ら
屮
、
唯
通
讀 

の
際「

原
論」

以
來
感
匕
來
れ
る
、
如
何
に
？「

水
？
洩
.

21
3

さ
ぬ
書
き
_

ぅ」

の
感
、.
本
書
に
於
て
一
層
深
か/
9

し

批
評
i

紹
介

と
の
.1

事

を

述

べ

て

以
<'
:

«
-«

十
年
：の
苦
心
と
解
說
者 

八
年
の
精
®

の
最
後
の
生
！一

物
の
紹
介
の
筆
を
擱
く
名 

の
な
6

?

(

增
井
幸
雄
識)

'

：.f

五.
I


